











あのガリバーか、逢ぐ；&霣 WU 高 ft 耵裹島町に現われた。身备7 メートルと 
いう巨人の作者が、これまたなんと立川人•赤川政由さん（島松町、彫刻案〉 
T あった f 丨年 W 上を*やした#川作*が、 5月汉日の_ガリバー霄少年旅行 
fr 閣朽式にアイルラント大使をはしめ、多くの来*、10邁蹿に囲まれて柿 R 
された。货羿の人々（こゆめを碾くガリバー氏/通くを«る人 j の报务しは案外、 
立川のあなたを見つめているのかも.“ 



















をのばした。 
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雨乞いの神、大山 R 夫利神社へ行く邁しるべとして、 
安政四年（1857年）嫌てられる..なお、近くにある大 
山団地は、この「大山道 j から由来している。 
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立川のモニュメント 

令 大山道しるべ 
I ：道標〕 
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丹沢山塊にある人山は「雨を 
降らせる」神の山といわれてい 
る"江戶時代、その大山にある 
大山阿夫利神 W に • W 朿一円か 
ら多努の人が多^に訪れたとい 



この大山 SB での道を大山逍と 
呼ぶが，立; il 砂川三番近く • 五 


クリーン多摩川ご視察 


「立川での一日」 












5片31日、 ゴミ ゼロフェア—「タリ ー ン多噤 川」 が行われた。二卜年来続いて 
いる行事に今年は、常陸芮殿下、妃殿下が立川を初めて訪問され、办民の淸掃 
の様?を視察された。「街を美しく、自然を大3に」の立) II 市民の心意気が伝わつた 



表紙は語备 



手に手にゴミ袋を持つた立川市 
民が多摩川に集合した。恒例とな 
「クリ—ン多摩川」の淸搛が喑 
天の下で行われた•年ご t に参加 
人数が增ぇる中•今年は常陸宮較 
下•妃般下が立川を訪問され「ク 
リーン多«川」をご祝察な？つた。 

実行委員 fe の二 m 期吉氏の说明 
をお W きにな〇•袷つたゴミを手 
にした市民にねぎらいの§藥をか 
けられた。この ： D II 
初めて立川を諮! 

された宮さまは常 
に笑顔を絶やされ： 

なかつた•宮さま I 

がお通りになると 

整列した市民から 一 

大きな扣手がおこ 

り' 笑朗で心から 一 
の歓迎の意を表した•瑷かな拍手 
に送られて宮さまは式典の行われ 
る立川駅ビル- - T ウイル J に向われな 



「ウィル」ではゴミゼロフェア— 
「タリ—>多摩川」の式典か行なわ 
れ，またチヤ リ ナィ I 才 I クシ ヨン、 
昼食会と行われる中 、 U 本岛類保 
S 連盟の S 展と3日 fwfK されて 
いた本法天野武男氏の写爽展歹ッ 
力のはのかな光 Jt jK に$れ ^ r 
午# j 屮にご到#されてから分刻 
みのスケジユ—ルの中でも常に笑 
顔を絶やすことのない常陸 iBaf 下， 
纪 K 下に ffiff なお人 
がらがょく表われて 
いた。 

立川市民も初めて 
さまの お越しに 
おしみのない拍手が 
いたる所でおこり、 
宮 さまを 歓迎した* 
ゴミのない•笑顦の 
人々の住む街という印象を常陸常 
殿下殿下 U お受けになられた 
に違いない。 



空欄に一字押入—みよ。 
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ワィワィガヤガヤと*しげな 
衷 W の人形の作者は高松町のさ 
とうその子さん。どこかで見た 
ことがあるという人6いるかも 
しれないが、さとうさんの作品 
は今、小学校の音楽の教科吝の 
在紙も飾つている" 

「朝起きるでしょう。それで 
雨が降ってたら、今 H は洗たく 
しなくていいな。とか天 SI だつ 
たら、今日 U 自 fe 审に乗つたら 
紙持ちいいぞ a とか楽しい事を 
考えるんです。きっと他の人だ 
つたら阐が降つたらやだなと思 
うだろうけど私はなるべく良い 
本だけを頭に}?かべるんです。」 
と1 H . つ。 ST 大家というわけでは 



ないがどんな状況の中でも自分 
の氕持を荊向きにする術を侍っ 
ている。 

以前は幼いお子さんをモデル 
に人彩を作っていたこともあつ 
たが•お子さんの成屁とともに 
モチ—フが人問全教に移り作36 
の変化で深みが増して米た。 

「歌を唄う人形を作る時は， 
上手に甩おうね、と- S いながら 
作るんです*」そんなさとうさん 
の思いが人形に込められて、人 
形の；体 I 体に牛命が宿ってゆ 
く。のびのびとした発想そのも 
のが人形に表れてくる理由でも 
ある。 人形にさとうさんの心が 
映る“ 

H 房から I 

•大上段に媾えることはないんで 
すが•今号は本达創刊三周年 3 d 念 
兮であります ❶アッと いう間の三 
年問でした。削刊串時の取材を思 
い出します。「えくてびあんから来 
ました j と申し上げても，何 fc か 
のパ—のツケがまわってきたかと 
勘途いされて取り合って®けな： 
ナサヶナサおもえば遙ばるや 
って来たものです◊月並みな御礼 
ですが、読者の皆さまのご支援あ 
ればこそでご？います”多謝。 •天 
野武男•バングラデシュ写典展の 
折、*採金などの f は一切して 
いなかったにもかかわらず、酒井 
亮さん <高松町)をはじめとして 
多くの方々から「お志」をお預か 
りいたしました。早速，ユニセフ 
へお持ちしました* •仏法 怕胄 
S 杉にえくてびあん。 

{ US 石蠓教«大 ffni 子 神 1 LI -3 I 孑»川理 
田中き1 f 澤田私子牛沢正 iLiH *^ 予 
IIHT ) 天1*¢¢••明«檯 I 8 F S 田興泊 


口市街 ifi から谢へのびる逍も， 
また「大山道」なのである U 

大山佶 W は，进か組锒された 
おかげで、 si に広まっていっ 
たというが、この道もそうした 
八々が•相模の国をめざして歩 
いて行ったのだろうか。 

その餐冼の is も、現代はクル 
マが我がもの®に通る•「大山 id 
しるべ安政四丁己申」と刻ま 
れた道樣も•街道際に立ってい 
たためか，クルマに 51 っかけら 
れ、ボ •*/ キリ|つに折れてしま 
った。 

HHIkg もある石の道標だが•今 
では地面に寝かされて*そのま 
ま空をにらんでいる。 

{H •«> 
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常 RS 殿下•紀殿下 
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渡辺與澄さん 
立川高島屋(螬町) 

W 客係の中で一#の 
ベテラン，かつてミス 
立川で入貢しただけに M 
応対も品ょくスマート-遷 
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あのこ可愛いや看板琅。歌にま 
でなつたあの 1 石板娘：たちは、 

どこべ行つてし家つたのでしよラ 
か c 歌の主人公たちはたしかにお 
熾を召し J & かもしれな I 访二代目、 

三代目の5板娘だちは、今日 
を盛りと眹いてお0 3：す•それち、 » 

彼女たちの存在は「烀牮 Sj に限 
つだことではありません。だとえ 
ば百 1 ft 店の受付嬢の愛 < るしさ1こ、 

つい足かむいてし家ラちのでござ 
います。 1 街に咲<花 j をあなた、 
ご存じありません？ 
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羽金玲子さん 
立川洧防署(裹松局） 

為防薯にも女性はお 
ります，広板;舌動の最 
前鴂で大活躍：男性隊 
員にも負けませぬぞ。 




森光桂子さん 
丰摟割5し►ン （ SMHT 1 

装んなから「トントン 
ちゃん j と親しまれてい 
る，航らぬ爱らしさは 
子パンダくん以上かな* 


木村公美子さん 
e の店「賣来 j («® r ) 

ただでさえ笑味いラ 
ーメンが公费子さんの 
夹»で出されると倍は 
美味く感じる 






匕と倍は^ 

確 遭 ソ/ 













